
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手足口病 

手の平、足の裏、口の中に 

水ほうができ、発熱することも 

あります。食事は喉越しのよい物 

を食べましょう。 

2023年 

 暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。 

体が暑さに慣れていない梅雨明けや、急激に気温が上がった日は、特に注意が必要です。 

普段からの外遊びで体を鍛え、喉がかわいていなくても水分をこまめに摂取するように 

しましょう。 

夏に多い感染症 

 
ヘルパンギーナ 

突然の高熱と喉の痛み、口の中の 

水ほう、口内炎が特徴です。 

症状が軽ければ１～４日くらいで 

解熱します。 

プール熱 

プールで感染することもあり、高熱が３～５日 

くらい続き、喉の痛み、目の充血やかゆみなど 

結膜炎のような症状も出ます。食事は消化の 

よい物を食べましょう。 

流行性角結膜炎 

目が腫れ、充血し、普段より多く 

目やにや涙が出ます。周りの人への 

感染源となるので、タオルは 

共有しないようにしましょう。 

大人の体は７割近くが水分です。乳幼児はさらにその割合が 

増え、生まれたばかりの乳児だと、なんと８割近くになります。

その分、失われる水分量も多く、こまめな水分補給が必要に 

なります。 

●いつ飲ませればいいの？ 

起床時、就寝前、運動の前後、入浴前後など、

汗をかく前と後に飲ませるのがよいでしょう。 

●どのくらいの量がよい？ 

一度に大量を与えるのは避け、コップ１杯程度

の量をこまめに与えましょう。 

●何を飲ませればよい？ 

病気にかかっていなければ白湯や麦茶などが

よいでしょう。ジュースは、水分補給という 

点ではあまり適しません。 

失われた電解質を補充する時は、経口補水液が

役立ちます。 

首がしっかりと座って離乳食を始める準備が 

できるようになったら、スプーンを使って、白湯 

などを少しずつ与えてみましょう。 

乳児への水分補給 

Ｑ＆Ａ 

水 分 補 給 
プール前チェック！ 

・爪は伸びていませんか？ 

・皮膚に異常はありませんか？ 

・熱はありませんか？ 

・鼻水や咳は出ていませんか？ 

・下痢や嘔吐はありませんか？ 

・目やにや充血はありませんか？ 

・朝ごはんは食べてきましたか？ 

・睡眠不足ではありませんか？ 

豊原学園 

７月のほけんだより 


